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通期業績予想と実績値との差異及び剰余金の配当に関するお知らせ 

 

 2022 年２月 14 日付「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表しました 2022 年６月期の通期業績予想

と実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会において、下記のとおり、2022 年６月 30 日を基準日とする剰余金の配当（期末

配当）を 2022 年９月 29 日開催予定の第 27 期定時株主総会に付議することを決議いたしましたので、併せて

お知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想値と実績値との差異について 

（１）2022 年６月期通期業績予想数値と実績値との差異（2021 年７月１日～2022 年６月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,639 

百万円 

11 

百万円 

△20 

百万円 

△30 

円 銭 

△13.22 

実績値（Ｂ） 1,588 △55 △82 △91 △39.18 

増減額（Ｂ－Ａ） △50 △67 △61 △61  

増減率（％） △3.1 ― ― ―  

（ご参考）前期実績 

（2021 年６月期） 
2,078 199 191 126 61.39 

 

（２）理由 

 情報システム開発売上高のうち、受託開発については、受注時期が延期となっていた既存ユーザ

ーで複数大型案件（495 百万円）を第 3 四半期に受注しました。 

その売上計上を第 4 四半期で計画しましたが、一部案件（65 百万円）の納期が来期に延期となりま

した。 

また、決済端末の販売は、台湾メーカーから仕入れを行っている新マルチ決済端末「SATURN シ



リーズ」及び既存決済端末「VEGA シリーズ」について、半導体不足の影響により、納期が通常 4

ヶ月のところ、9 ヶ月以上になる不透明な情勢となり、当期は在庫の範囲内の販売に留まりまし

た。 

アウトソーシングサービス売上高については、情報システム開発売上高が想定以上に伸び悩んだ影

響から、決済 ASP サービスや保守運用サービスの月額契約に繋がらず、前期比 2.6％の微増に留ま

りました。 

販売費及び一般管理費については、将来のための研究開発には積極的な投資を実施する一方、売

上減少予測に伴い大幅な経費削減を実施しました。 

以上のことから、売上高及び営業利益いずれも通期業績予想と実績値との差異が生じることとな

りました。 

 

※上記予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定

の前提に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異な

る可能性があります。 

 

２．剰余金の配当について 

（１）剰余金の配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（2022 年５月 16 日） 

前期実績 

（2021 年６月期） 

基 準 日 2022 年６月 30 日 同左 2021 年６月 30 日 

１ 株 当 たり 配 当 金 10 円 00 銭 未定 16 円 00 銭 

配 当 金 の 総 額 24 百万円 － 33 百万円 

効 力 発 生 日 2022 年９月 30 日 － 2021 年９月 30 日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（２）理由 

 当社は、株主の皆さまへの利益還元を重要課題の一つとして認識し、今後の事業展開及び財務体質強

化のために必要な内部留保の確保に留意しつつ、継続的に安定した配当を実施することを基本方針とし

ております。 

 しかしながら上記１．に記載のとおり、2022 年６月期は当期純損失を計上する結果となりました。

当社では収益力の回復に向け、さらなる財務基盤の安定が急務であると考え、誠に遺憾ではございます

が、期末配当につきましては、１株当たり 10 円とさせていただくことといたしました。 

  

以 上 


